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１． 知的財産権に関する基礎知識

出展：特許庁 2023年度知的財産権制度入門テキスト

知的財産権の種類
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１． 知的財産権に関する基礎知識

産業財産権の例

出展：特許庁 2023年度知的財産権制度入門テキスト

産業財産権

 知的財産権のうち、特許権、実用新案権、意匠権、商標権の４つ
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２． 自動車部品サプライヤーのＤＸ特許事例

 「人には付加価値の高い仕事を」を合言葉に、機械・システムができ
る仕事は機械・システムに任せ、社員は人にしかできない創造的な
仕事を行うことを業務改善活動の基本方針に据える。

それまで業務改善活動に必要なデータを社員が収集していたが、
この収集活動をIoT技術を使って自動で行う。

2015年から2018年にかけて、100の製造ラインで平均43％、
最も改善効果が高かったラインで280％の生産性向上を実現。

製造ラインの生産性向上により、残業・休日出勤の低減を実現。
2021年は2015年と比べて労働時間が年間4万時間低減。労務
費も年間4億円以上削減。

「独立行政法人情報処理推進機構（IPA） 社会基盤センター 製造分野DX推進ステップ例」を基に作成


